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平成元年度廃液・排水処理状況
　平成元年度は地球環境が大きく取り沙たされ，環境問題に対する一般の関心が高まりつつある。
岡山大学では環境の汚染防止及び環境保全に関する教育研究を目的として，環境管理センターの
前身である特殊廃水処理施設が発足し，無機廃液の処理を開始したのが昭和50年5月のことであ
り，15年の年月を経過することとなった。この間，昭和52年には有機廃液処理施設が完成し，昭
和57年から59年にかけて洗浄・生活排水の基幹整備が行われ，環境管理センターの守備範囲を拡
大して現在に至っている。
無機廃液部門
　無機廃液の発生量は昨年度に引続きIO，OOO　eを超過し，処理可能な適正量を越えた状態が続い
ている。今年度は，特に計18回（内1回は有機土煙水）の処理を行い過去最高となった。処理回
数の増加の背景には，廃液の増加はもちろん処理困難な廃液の増加に起因している。環境管理セ
ンターではこのうち処理困難の無機廃液を問題視し，濃厚な無機廃液・有機物の混入は極力避け
ることをあらためて技術指導員の方々にお願いするところである。
　平成元年度の無機廃液の部局別年間発生量を表1及び図1，集荷期毎（夏期，冬期）持込み量
を表2，年間処理量とスラッジ量を表3，年度別年間無機廃液発生量の推移を図2に示す。
表1　無機廃液年間発生量（平成元年度部局別）
部　局 教育 理 医 一病 歯 歯病 薬 工 農 教養 資研 地研 環境 医短 津専 合計 63年度
重金属 5501710143 0 5 0 53027722332440 0 0 220 60 27089338583
水　銀 0 28 326 100 18 0 45 0 56 0 0 0 80 0 0 653980
シアン 40 0 50 0 0 0 98 30
?
120 0 0 180 0 0 528 520
合　計 5901738519 100 23 0 67328022992560 0 0 480 60 27010114 10083
（単位：e）
表2　無機廃液処理期毎部局別発生量（平成元年度）
　夏期分（元年7月）
部局 教育 理
?
医病 歯 歯病
?
工 農 教養 資研 地研 環境 医短 津専 合計
重金属 160 790 63 0 5 0 190 13941601260 0 0 12060 0 4202
水　銀 0 0 241 40 0 0 35 0
?
0 0 0 40 0 0 420
シアン 20
?
50 0 0 0 53 20
?
20 0 0 80 0 0 253
合　計 180 818 354 40 5 0 27814142061280 0 0 240 60 04875
（単位：の
冬期分（元年12月）
部局 教育 理 医 医病 歯 歯病 薬 工
?
教養 資研 地研 環境 医短 津専 合計
重金属 390 920 80 0 0 0 3401378
?
1180 0 0 100 0 2704731
水　銀 0 0
?
60 18 0 10 0
?
0 0 0 40 0 0 233
シアン 20 0 0 0 0 0 45 10 0 100 0 0 100 0 0 275
合　計 410 920165 60
?
0 395 1388
?
1280 0 0 240 0 2705239
（単位：の
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表3　無機廃液年間処理量及びスラッジ量（平成元年度）
廃　液　種　別 処　　理　　期　　間 処　　理　　量 スラ　ッジ量 含　水　率
重　　金　　属 H1．9．4～9．6 5344 120．Okg 62．7％
〃 9．　7～9．11 520 124．0 62．5
〃 9．12－9．14 1020 127．0 63．5
〃 9．18～9．20 1050 192．0 72．3
ク 9。22～9．27 245 218．0 64．8
〃 9．28～10．3 245 216．0 65．5
ク 10．5～10．16 460 230．0 64．3
水　　　　銀 10．17～10．20 420 273．0 63．3
有機洗煙水 H2．　1．30～2．　2 8000 180．5 63．6
重　　金　　属 2．　5－2．　7 510 134．0 64．0
〃 2．　7～2．　9 500 125．0 63．9
〃 2．13～2．15 1050 103．0 60．1
ク 2．19～2．21 520 146．0 65．1
〃 2．23～2．28 456 185．0 67．2
〃 2．28～3．2 450 207．0 66．1
〃 3．　6～3，8 493 134．5 65．7
〃 3．9～3．15 500 261．5 63．4
〃 3．22～3．29 520 245．0 67．1
合　　　　　　　　　　　　　　　　　計 94934 3221．5kg 一
参　　考　　昭　　和　　63　　年　　度 10618疋 4232．5kg 一
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有機廃液部門
　有機廃液の処理量は年々増加の一途をたどり，平成元年度は対前年比18．9％（可燃性同7．1％，
難燃性同62．7％）増となり，計20，0eo・eを超えた。これは，5年前の約2倍量である。今後とも，
この増加傾向は続くものと思われますので，有機廃液の貯留量調査から処理予定日の連絡まで，
現在よりさらに日数を経過することが予想されます。また廃液処理に際しては，処理効率を上げ
て時間の有効利用を計る必要があります。したがって，技術指導員の方々には，現在の状況にご
理解をいただき，可能な限り処理予定日の前日に有機廃液の調整を行う等，処理効率アップにご
協力を頂く様お願い致します。
　平成元年度の有機廃液の年間処理量を表4コ口図3，処理期毎部局別処理量を表5，年度別年
間有機廃液処理量の推移を図4に示す。
表4　有機廃液年間処理量（平成元年度部局別）
部　局 教育 理 医 医病 歯 歯病 薬 工
?
教養 資研 地研 環境 医短 津専 合計 63年度
可燃性 90 260 780100 20 0 331060002550660 0 170310 0 014250 13300
難燃性 0 03630590 500 0 780 50 290 0 0 0 0 0 058403590
合　計 90 2604410690 520 0 4090 6050 2840 6600 170310 0 020090 16890
（単位：の
表5　有機廃液処理期毎部局別処理量（平成元年度）
　春期分（元年4－6月）
部局 教育 理 医 医病 歯 歯病
?
工
?
教養 資研 地研 環境 医短 津専 合計
可燃性 90 100390 100 0 0 13104ユ70 1620220 0 170 150 0 0 8320
難燃性 0 0 2050 0 150 0780 0 0 0 0 0 0 0 02980
合　計 90 1002440100 150 0 1600 41701620220 0 170 150 0 0 11300
（単位：の
秋期分（元年10一一12月）
部局 教育 理 医 医病 歯 歯病 薬 工
?
教養 資研 地研 環境 医短 津専 合計
可燃性 0 160390 0 20 0 20001830930 440 0 0 160 0 0 5930
難燃性 0 0 1580590 3500 0 50 290 0 0 0 0 0 0 2860
合　計 0 1601970590 3700 20001880 1220440 0 0 160 0 0 8790
（単位：の
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　写真廃液は7月に集疑し，平成元年12月に現像液を，平成2年8月に定着液を依託処理した。
平成元年度の各部江別受け入れ量を表6に示す。
表6　　平成元年度写真廃液受入結果
部局 教育 理
?
工
?
教養 資研 地研 保管 図館 合計 63年度
現像液 290 367 263 44975 6 11 0 0 0 14611467
定着液 84 194134 136 65 10 15 0 44 0 682 649
合　計 374 56397 585140 16 26 0 44 0 2143 2116
（単位：の
洗浄・生活排水部門
　平成元年度津島地区の最終放流口水質測定結果を表7に示す。最：近は最終放流水での大腸菌群
数の検出が多いように見受けられる。特に平成元年9月は西団地で2800個／・㎡と許容限度に近い
値である。追跡調査を数回行った結果，原因の一つとして合併処理水における塩素消毒の不十分
なことが考えられるが，そこでは検出されなかった。しかし，実験洗浄排水の調査において，数
値的には低いが，検出される場合が多い。大腸菌群等の細菌類は，ピット内，ポンプ槽内で増殖
せ『ス　　聴し，．右懲蝋引§熱い月レ舵φ封卜「癒一髪｝rゐ§小か／　　ξずう巨の：宣：いレきqt．＋亜ウ士音不点ス　　’あ貞の鯛苗
ノ　　「q．Q　　　IU　rb　　「■　ln；N　l7Jtv　　7　　胃　　」ノ「！」、　M　」ノ「ノ」、SEtv　／　　Gh　　、　，　　ノNM冨川LV／　lFり　V　　L．　V　TO・外1＿」4『画、　S　Uノ「O■O　　S．．．　「l　V　　ノ　▼ノ月㌦開一
類はどのような素性のものかは不明だが，感染病の病原となる可能性もあるため，その取扱には
十分に注意するよう心がけ，特に，大腸菌群等を扱う実験に使用した容器類を洗浄する場合には，
十分に滅菌をしたうえで，適切な処理をして頂きたい。
　また，BOD　（生物化学的酸素要求量）及びCOD　（化学的酸素要求量）の値は，東団地に比
べ，実験洗浄排水量の示す割合が多い北団地，西団地では高い値を示す傾向にある。
　当センターでは，このような状況に対処するため，定期分析時等に各団地の最終放流水及び各
部局の実験洗浄排水における大腸菌群数並びにBODとCODの測定を行っている。
　さらに，平成元年10月から有害物質として規制が施行されているトリクロロエチレン及びテト
ラクロロエチレンの分析に伴い，トリハロメタン類，四塩化炭素等が排出されていることが確認
されたため，平成2年度からハロゲン溶剤の分析を同時に行っている。
　実験洗浄排水pH異常発生件数を表8に示す。　pH異常の発生回数は，近年減少の傾向にあり，
昭和63年度には総件数28件までに減少し，年々良くなっていると思われたが，平成元年度に入り，
再び異常発生回数が増え，総件数76件と前年度の約3倍近い件数となった。このような状況下で
設置されたpH中和設備（前掲解説「pH中和設備について」を参照）は，　pH異常排水を自動移液
するもので，発生者（部局）がその貯留した排水を処理するシステムになっている。pH異常時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一74一
には，pH値以外に有害物質を含有している確率も高く，状況によってはその処理も必要となる。
教職員の方々が排出者へ直接指導することによって，環境管理への意識を高めて，異常発生防止
に努めて頂きたい。
　COD計廃液の搬入・処理状況を表9に示す。　COD計の廃液は年間約1SOOO　eとセンターで
出る廃液で最も多いウエイトを占めている。この廃液は各団地での最終放流水のCOD測定（1
日24回×3箇所）で発生するものである。
　各団地及びその他の放流口でのCOD値と排水量の測定値から津島地区全体の汚濁負荷量及び
総排水量を毎日集計したものを図5に示す。7月及び9月に汚濁負荷量及び総排水量が大きい値
を示すのは，大雨によって多量の雨水が配管へ混入し，排水量が増えたことによるものである。
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表7　平成元年度最終放流口水質測定結果
生　　　　　活　　　　　環　　　　　境　　　　測定項目
@　　　　　（単位）
N月日および団地名
pH BOD
高〟V
COD
高〟V
浮　遊
ｨ　質mg〃
ヘキサン
鰹o物質
高〟^ぜ
フェノ
[ル類高〟^ゼ
???
亜　鉛
高〟V
溶　解
ｫ　鉄高〟V
溶解性マンガン
高〟^ゼ
北団地 7．4 10 9．8 7 ND． ND．N．D． 0．06 0．06ND．平成元年
S月
@20日
東団地 7．4 2．5 7．8 3 ND． ND．N．D． 0．04 0．04N．D．
西団地 7．2 20 11 4 N．D． 0．01 N．D． 0．07 0．08N．D．
北団地 7．3 12 9．8 6 3．2 N．D． 0．01 0．06 0．08 0．035月
P8日 東団地 7．3 4．2 8．5
5 N．D． 0．01 N．D． 0．05 0．16 0．04
西団地 7．3 18 9．5 4 N．D． 0．04 N．D． 0．06 0．16 0．01
北団地 7．1 26 14 6 N．D． ND． 0．01 0．06 0．140．056月
Q9日 東団地 7．2 1．1 6．2 2 ND． N．D． ND． 0．04ND． 0．03西団地 7．3 10 9．3 3 N．D． 0．01 N．D． 0．06 0．080．02
北団地 7．2 16 7．9 7 ND． ND． 0．01 0．09 0．10 0．017月
U日 東団地 7．0 0．6 6．4
4 N．D． N．D． N．D．0．09 0．020．07
西団．地 7．3 16 10 4 N．D、 N．D． N．D．0．08 0．070．02
北団地 7．3 3．0 6．3 4 N．D． N．D． N．D． 0．04 0．08 0．088月
R日 東団地 7．2 1．2
4．9． 2 ND． N．D． N．D． 0．05 0．01 0．01
西団地 7．3 16 10 5 N．D． 0．01 N．D． 0．06 0．08 0．02
北団地 7．3 11 5．8 4 N．D． ND， ND．0．07 0．09 0．069月
Q1日 東団地 7．4 0．7 5．0 2 N．D． N．D． ND，． 0．04 0．010．02
西団地 7．3 52 18 9 N．D． N．D， ND． 0．05 0．09 0．03
北団地 7．0 31 14 8 0．8 0．04 0．01 0．10 0．14 0．0210月
Q6口
　　　　一　　　　r　　，ﾊ団地 U．9 1．4 7．9 4 N．D． N．D． ND． 0．07 O．02 0．05
西団地 7．4 14 11 6 ND． 0．03 N．D． 0．06 0．09 0．01
北団地 7．2 19 13 3 N．D， 0．01 N．D． 0．05 0．07 N．D．11月
P6日 東団地 7．0 1．2 6．5 2 ND． ND． ND． 0．06 0．02 0．03
西団地 7．2 27 15 4 ND． 0．02 N．D． 0．06 0．20 0．01
北団地 7．3 21 11 4 N．D． 0．08 N．D． 0．10 0．06 0．0112．月
V日 東団地 7．0 2．5 6．5
4 N．D． ND． N．D． 0．06 0．03 0．02
西団地 7．4 14 21 7 N．D． 0．01 ND． 0．06 0．28 0．01
北団地 7．0 17 10 4N．D． N．D． 0．01 0．070．04 0．01平成2年
@1月
@18日
東団地 7．5 2．5 7．6 4 N．D． ND． N．D． 0．03 0．01 0．01
西団地 7．3 24 12 3 ND． 0．02 N．D． 0．06 0．10 ND．
北団地 7．3 28 12 6 1．2 ND． 0．01 0．07 0．09 0．012月
W日 東団地 7．4 1．2 7．7
4 ND． ND． N．D． 0．04 0．03 0．02
西団地 7．4 34 18 6 N．D． 0．01 N．D． 0．06 0．42 N．D．
北団地 7．4 12 9．7 6 1．3 N．D． 0．01 0．070．07 0．023月
P5日 東団地 7．4 1．3 6．0 3 ND． N．D， 0．01 0．050．02 0．02
西団地 7．4 24 30 4 1．4 0．02 0．01 0．060．19 N，D．
許　　容　　限　　度 5．8`8．6
　　160
咩冾浴D120
200
P50
鉱物油5
@直∴30
5 3 5 10 10
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項　　　　　目 有　　　　　害　　　　　物　　　　　質
全クロム
高〟^君
フッ素
高〟V
大腸菌
Q　数ﾂ／c㎡
全窒素
高〟V
肖りん
高〟^遡
カドミウム及
ﾑその化舗
高〟V
シアン
ｻ合物mg〃
???
六価クロム
ｻ合物高〟V
ひ素及び
ｻの化合物
高〟V
全水銀
高〟V
トリクロロ
Gチレン
高〟V
テトラクロロ
Gチレン
高〟V
ND． N．D． 8 18 1．7 ND． N．D． N．D． N．D． ND． N．D． 一 『
ND． N．D． 0 27 2．8 ND． N．D． N．D． N．D． N．D． N．D． 一 一
N．D． N．D． 28 12 1．6 ND． N．D． N．D． N．D． N．D． 0．0006一 一
N．D． N．D． 0 13 0．96 N．D． N．D． N．D． N．D， N．D． N．D． 一 一
N．D． N．D． 0 20 2．5 N．D． N．D． N．D． N．D． ND． N．D， 一 一
N．D． N，D． 20 14 1．4 N．D． N．D． N．D。 ND． N．D． N．D． 一 一
N．D． ND． 3 8．6 0．92 ND． N．D． N．D． N．D．ND． N．D． 一 　
ND． N．D． 0 10 2．8 ND． N．D． ND． N．D． N，D． N．D． 一 一
N．D． ND． 0 10 2．2 ND． N．D． ND． N．D． N．D． N．D． 一 一
ND． 0．1 0 9．5 0．96 ND． ND． ND．N．D． N．D． ND． N．D． ND，
ND， ND． 0 14 3．4 N．D． ND． N．D． ND． N．D． N．D． ND． N．D．
ND， N．D． 0 12 2．5 N．D． N．D． ND． ND．N．D． N．D． N．D． ND．
N．D， 0．1 0 9．1 1．1 N．D． ND． N．D． N．D． N．D． N．D． ｝ 一
N．D． ND． 0 11 2．5 N．D， N．D． N．D． N．D． ND． N．D． ㎜ ｝
ND． N．D． 0 9．3 2．0 N．D． ND． N．D． ND． N．D． N．D． 一 一
N，D． ND． 400 8．5 0．57 N．D． N．D． ND． ND． N．D． N．D． 一 一
N．D． N．D． 0 16 1．7 N．D． N．D． ND． N．D． N．D． N．D． 一 一
N．D． N．D． 280010 1．8 N．D． ND． ND．N．D． ND．． N．D． 一 一
N．D， ND、 90．　8．6 0．81 N．D． N．D． 0．03 N．D． N．D， ND． N．D． N．D．
N．D． N．D． 0 19 2．4 ND． ND． ND．N．D． ND． N，D． N．D， N．D．
N．D． ND． 75017 2．6 ND． ND． N。D． N．D． N．D． N．D、 N．D． N．D．
N．D， ND． 0 13 0．70 N．D． ND． N．D． N．D． 握．D． N．D． ND． N．D．
N．D． N．D． 0 22 2．5 N．D． ND． ND． ND． N．D， N．D． N．D．N．D．
N．D． N．D． 74 12 1．5 ND． N．D． ND． ND．N．D． ND． N．D． N．D．
ND． ND． 0 18 1．5 0，001ND． N．D． N．D． ND． N．D． ND． N．D．
N．D． N．D． 0 19 2．0 ND． ND． N．D． N．D． N．D． ND， ND． ND．
N．D． ND． 0 13 1．6 ND． N．D． N．D． N．D． ND． N．D． N．D． N．D．
N．D． ND． 0 25 1．4 ND． N．D． N．D． N．D，ND． ND．N．D． N．D．
ND， 0．1 0 38 2．7 ND． N．D． N．D． N．D．ND． N．D． ND． N．D．
N．D． 0．1 83 14 1．4 N．D． N．D． N．D。 N．D． N．D． N．D． N．D． ND．
N．D． 0．1 0 16 1．3 N．D． ND． N．D． N．D． ND． N．D． N．D． N．D．
ND． 瓦D． ．0 18 1．5 ND． N．D． ND． ND．N．D． N．D． N．D． N．D．
ND． N．D． 2 13 1．4 N．D． N．D． N．D． N．D． N．D． NJ）． ND． N．D．
ND． ND． 0 15 1．3 ND． ND． ND． N．D． ND． N．D． N．D． N．D．
ND． N．D。 0 14 2．2 N．D． N．D． N．D． N．D． N．D． N．D． N．D． N．D．
N．D． ND． 0 11 1．6 ND． N．D。 ND． N．D． ND． N．D． N．D． N．D。
2 15 二間平均
R000
120
U0
16
W．
0．1 1 1 0．5 0．5 0，0050．3 0．1
一77一
表8　平成元年度実験洗浄排水pH異常発生件数
計
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?」?
??
?
?
?
76
28
??
「」?
??
??
?
?
9
2
??
??
?
?
???
3
0
??
?
??
??
????
???
?
5
1
??
?
??
?
?
?）?
?
5
0
??
?
?
?
????）?
5
4
??
?
??
（?
?
??
?
5
1
??
??
?
? ?
??
?
8
5
??
????
???
?）?
?）（?
?）?）
?
2
2
??
?
??
?
10
0
??
???
（???
?
???
?
??
8
4
??
「?
?
?
??
8
6
??
?
?
（?
???
（）??
8
3
????
???
???
???
???
計
??????
水素イオン濃度（pH）許容限度：5．8以上8．6以下
　　　　　　　　（海域以外の公共用水域に排出させるもの）
表9　平成元年度　COD計廃液の搬入・処理状況
搬　　　　　　　　　　入　　　　　　　　　　量
搬入年月
北　団　地 東　団　地 西　団　地 計 貯　留　量
備　　　　考
1000前年度繰越量
H1．　4 450 420 4301300 2300
5 730 670 810 2210 4510
6 400 300 440 1140 5650
7 400 380 450 1230 0 処理量6880
8 430 350 420 1200 1200
9 410 320 420 11502350
10 420 380 450 1250 3600
11 410 360 430 1200 4800
12 680 570 750 2000 300処理量6500
H2．　1 340 300 410 1050 1350
2 400 340 420 1160 2510
3 370 370 400 1140 3650
合　　計 5440 4760 5830 16030 ｝
処理量合計 13380
（単位：の
一78一
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排　　2000
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旦　1000
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図5－1　平成元年度〔前期〕汚濁負荷量・総排水量測定結果
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図5一丑　平成元年度〔後期〕汚濁負荷量・総排水量測定結果
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